
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が今日お話をしたいのは、ロシアがウクライ

ナに侵攻した。これをどうお考えですか。物価も

上がるし、小麦も肉も値段が上がる。今度はイス

ラエルとハマス。船賃も上がる。輸送費もかさむ。

皆さん、物価が上がって困ったなというけれど、

戦争は遠い国の出来事だと思っておられるので

はないでしょうか。本当はそうじゃないんです。

もう我々の近くに戦争は近づいてきている。一つ

は、ロシアがウクライナに攻め込んだ意味ですよ

ね。ロシアはどういう立場でしょうか？ 第二次

世界大戦後の世界平和に責任を持つのが戦勝５

大国、国連の常任理事国の使命で任務でもありま

す。そのロシアが率先してウクライナに攻め込ん

だんですから、国際秩序は今や無きに等しい。あ

の国は常任理事国だから安心していられる。そう

いうものは通用しない。第二は、ウクライナが頑

張って抵抗しているからこそ、多くの国が国際的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な支援をしている。もちろんアメリカ、そしてＥ

Ｕ、ＮＡＴＯも。日本も武器弾薬は出せないけど

支援している。 

日本の周りには、私は餓狼と言っているんです

けど、中国・ロシア・北朝鮮。こんな３悪が揃っ

ている地域は他にないんです。その３悪がいつど

こで日本に牙を剥いてくるか。そんなことないよ、

台湾に先に来るよ、という人がいる。そうかもし

れないけれど、台湾の危機は日本の危機とほとん

ど同じであります。では、尖閣に人民解放軍が来

たらどうなるんでしょうね。その時、日本が戦う

姿勢を見せなければ、誰も助けに来ない。御指摘

のあったように、多くの学者、メディアは、自衛

隊は違憲だといって憚らない。でも私たちが頼り

にするのは自衛隊にほかならないじゃないです

か。自衛隊が戦ってくれるんですよ。逃げ出しは

しないと思います。私たちも自衛隊を背後から支 
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援する。場合によっては一緒に戦う。そうしなけ

れば、世界中の国は、どんなに同盟を結んでいて

も、まず当事者になるかもしれない日本が戦わな

ければ、誰も助けない。そういうことをウクライ

ナ戦争は私たちに見せてくれた。たぶんあと数年

のうちに、日本周辺の危機は最高潮に達すると思

います。だから今、ウクライナ、イスラエル、パ

レスチナの動きをしっかりと見て、私たちは何を

しなければならないかを強く考えなければなら

ない。 

 もう一点、日本がどこかから攻められた。その

時、自衛隊は、政府、内閣総理大臣はどうすると

思いますか？逃げ出す？自衛隊は逃げ出しませ

んね。私はそうは思わない。自衛隊はたとえ憲法

違反と言われても、たぶん、間違いなく立ち上が

って、日本の国家を守ってくれると思います。こ

れがのちに違憲の存在だからけしからんという

ことで、それでも戦って守ってくれた。これは２

つ危険をはらんでいる。日本の国土領海を守って、

国民の生命財産を守るとなると既成事実がまか

り通ったことになる。憲法違反と言われながら国

民を守った。それでも国民は自衛隊に拍手喝采す

る。憲法はなし崩しに改正される、これでいいの

か。憲法学者の間には、憲法の中に自衛隊が入っ

てしまう。そうすると誰がコントロールするのか。

何でもできてしまうのは危険じゃないかという

人がいる。それならば憲法に自衛隊を書き込んで、

どうコントロールするか、肝となる条文を入れれ

ばいいじゃないですか。そうでなければ最悪の場

合自衛隊は勝手に動きますよ。勝手に動くしかな

い。生命財産を守るために働く。違憲の存在が暴 

 

れまわったことになる。それは賢明な選択ではな

い。だから、憲法に自衛隊を明記し、どうコント

ロールするか。出来ることできないことをはっき

りさせるのが最も重要なテーマです。 

先ほど自民党案の４項目の話がありましたが、

改正しなければならない点は、４項目だけじゃな

いんですよ。施行から７７年。人間に例えれば喜

寿ですね。歳を取ってしまった。かつて、日本で

生まれた携帯電話のことを「ガラケー」と言って

いましたが、今の憲法は言ってみれば「ガラパゴ

ス憲法」。略して「ガラ憲」ですよ。世界遺産みた

いなものだ。そうじゃなくって、私たちはもっと

生き生きとして、血が通った憲法をこれから作っ

ていかなければならない。その一歩として、４項

目について何としても前進させたい。そう思って、

毎年毎年、皆さんと一生懸命憲法改正に向けて何

とか進んでいきたいと思っているんです。 

危機というのは、１０年、２０年経って来る場

合もありますし、明日来る場合もあるんです。と

ころが飛んでくるミサイルは超音速どころじゃ

ない、極超音速で飛んでくるんですから、国際情

勢はがらりと変わる。憲法改正は急がねばならな

いのです。まともな国家に日本をしようではあり

ませんか。皆さん、憲法改正は日本国と日本国民

の生命財産、大事にしている家族や友人を守るた

めに、今からやらなければならないんだよと。こ

れを家に持ち帰って話してみてください。ありが

とうございました。         （拍手） 
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